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研究成果の概要（和文）：　本研究は、人類学の手法（とりわけエスノグラフィ）が、産業界においていかに活用され
ているかを観察しようというメタ人類学的な試みである。同時に（広義の）ビジネス実務に資する人類学を実践的に検
討する。一方で、人類学という知の幅を押し広げる可能性を持つものとして、人類学的手法を取り入れつつある産業界
の動向を積極的に捉え返し、他方で、広義のビジネス実務に人類学がいかに資するか、その有効性と限界を探ろうとす
るものである。その成果は、発表や論文、更なるプロジェクトの組織化などへと展開している。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this research was to investigate how firms are using 
anthropological knowledge and research methods (ethnography) in a Japanese business context. At the same 
time I investigated the possibilities and limitations of ethnography while collaborating with Japanese 
firms and engaging as a consultant with them. The results of this research came to fruition in the form 
of papers, theses and the organisation of further projects and research groups.

研究分野：文化人類学

キーワード： 産業系エスノグラフィ　メタ人類学　日本・英国・米国

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 2000 年代後半から、日本の産業界において
人類学的手法、とりわけ、エスノグラフィに
熱い視線が注がれている。企業人向けの、消
費者行動把握や製品のデザインやユーザビ
リティ、組織の業務改善などに使えるエスノ
グラフィのフォーラムやセミナーなどもあ
ちこちで行われている。こうしたビジネス分
野でエスノグラフィがもてはやされている
のは日本だけではない。むしろ近年、日本に
もそうした波がやって来たのだと言って良
い。日本の大手企業に所属する研究者・開発
者、あるいは、企業系コンサルタントが、エ
スノグラフィという人類学的手法を、たとえ
ばマーケティングにおいて消費者の行動や
認知・心理をより深く知るための実務ツール
として活用する、というように、製品開発、
デザイン、現場の改善などのツールとして
「流用」「開発」「普及」し始めている。 
 北米や欧州では、人類学およびエスノグラ
フィがビジネスに使えるものとして早くか
ら提供されており、1990 年代あたりから人類
学が──L.サッチマンの言葉を借りれば─
─「商業的に意味のある学問（commercially 
consumable discipline）」とされるようにな
ってきたという。 
 こうした事態に対して、当の人類学、とり
わけ日本の人類学界は、アカデミアの外部に
生起している出来事として関心をまったく
払ってこなかった。この等閑視されてきた事
態を正面から分析対象としようとするとこ
ろに、本研究の学術的な特色・独創性がある。 
 本研究は、まずはこの事態を人類学的な視
点から観察対象として分析の俎上に載せよ
うとする萌芽的かつ先駆的な試みである。人
類学的手法が、産業・ビジネス界において（人
類学の外部で）どのように「活用されている
か」を、人類学者が観察しようという、メタ
人類学的な視点をもった試みであると表現
しうる。 
 このような、産業・ビジネス“についての”
人類学的（メタ人類学的）研究が試みられる
一方で、本研究では、他方、ビジネス人類学
（産業・ビジネスの実務に資する人類学）的
実践が、同時に試みられる。広義の産業・ビ
ジネス（とりわけ、テクノロジーをめぐる製
品開発やユーザビリティ研究）に対して、人
類学的視角はどのように貢献しうるか、実務
に対する人類学（エスノグラフィ）の有効性
と限界はどのようなものかという問いであ
る。本研究では、医療情報 IT システムなど
を対象として、その研究開発や改良に人類学
的視点がいかに貢献しうるか／できないか
を、実践的に精査する。 
 こうした研究を立案するに至った経緯と
しては、２つある。１つには、研究代表者が
先住民研究において、ニュージーランド社会
人類学と、そこから（政治的・宗教的理由な
どから）分化・独立したマオリ学（Maori 
Studies）とのぎこちない相互関係性を、メ

タ人類学的に研究したことである。人類学は、
今日、人類学だけの論理に安住することはで
きず、場合によってはマオリ学などとの関係
においてぎこちなく自らの知識生産の形を
変えざるをえない状況にある。人類学とその
外部との関係を人類学する、というここでの
着想は、本研究のメタ人類学的な主題と通底
している。２つ目は、科学技術系の大学院大
学という職場において、機会が増してきた他
領域の研究者・実務者との共同研究・協働の
経験からである。ビジネススクールでの企業
人（社会人）院生教育も担当しつつ、技術経
営（ＭＯＴ）、サービス経営（ＭＯＳ）、医療
情報学の研究者や医師との協働、さらに、医
療情報 IT システムベンダーなどとの共同研
究に着手してきたことが関係している。 
 研究動向に関して言えば、関西の人類学
者・経営学者を中心とした学際的で先駆的な
国立民族学博物館共同研究が「経営人類学」
という枠組み開拓に成功しており、すでに、
会社文化や企業理念について厚みを持った
議論が蓄積されている。本研究は、しかし、
会社文化研究・企業理念研究とは視点が異な
るものであり、メタ人類学的視点からビジネ
スと人類学との関係性を議論の俎上に載せ
ようとする新しい試みであり、新規性を持つ
ものとして立案された。 
 日本と異なり、米国・英国などでは、企業
（ビジネス）と人類学との関係は密であり、
実務に資する人類学的な論考が、主として企
業所属の人類学者から発表されている。企業
主導の産業系エスノグラフィの国際学会が、
米国で、また、近年には欧州でも設立され、
人類学的知・手法の実務的な応用可能性につ
いての検討という領域で議論が進んでいる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、文化人類学（以下「人類学」と
略）の手法が、産業・ビジネス界においてど
のように「活用されているか」を、人類学者
が観察しようという、メタ人類学的な試みで
ある。検討のために、日本および英国・米国
における人類学的手法のビジネス的応用の
実例の集積から探る。同時に、広義のビジネ
ス実務に資する人類学を人類学者（研究代表
者）が実践的・内省的に検討する。 
 一方で、人類学という知の幅を押し広げる
可能性を持つものとして、人類学的手法を取
り入れつつある産業界・ビジネス界の動向を
積極的に捉え返し、かつ、他方で、広義のビ
ジネス実務に人類学的がいかに資するか、そ
の有効性と限界を探ろうというのが本研究
の目的である。 
 
３．研究の方法 
 具体的な研究方法は以下のようになる。 
(1)産業と人類学との関わり合いの歴史的・
理論的（批判的）検討、 
(2)企業における人類学的手法の実務応用の
日英米国際比較、 



(3)人類学（エスノグラフィ）の実務応用可
能性についての実践的検討、および、 
(4)将来的な人類学への展望の導出 
 
 (1)前述したように、北米や欧州ではここ
15-20 年、人類学がビジネスに使えるものと
して早くから提供されてきたが、産業と人類
学との関わりの歴史は1920-30年代にまで辿
りうること、また、1960 年代以降、産業と人
類学との関係が疎遠になり、“inpure”なも
のとして忌避されるに至った歴史（米国では、
例えば、1970 年代初頭に米国人類学会におい
て倫理規定が設けられるに到った）を詳細に
跡づける。企業が人類学博士号保持者を多数
雇用する（博士号保持者の多くが大学以外に
職を求める）という英米両国の人類学の個別
性および日本との差異についても歴史的に
位置づける。 
 さらに、(2)日英米の国際比較の視点から
理論・実践を精査し、製品開発や工業デザイ
ンなどに社会科学系が一定の役割を果たし
ている欧米企業と日本企業との差異（例えば、
インテルなどの企業では、人類学者（博士号
保持者）を多数雇用しているのに対し、日本
の某企業では、エンジニアにエスノグラフィ
手法を習得させるといった形で企業内に“内
部化”する傾向があるというのが一例であ
る）を把握する。とりわけ「ブーム（fad）」
とも言える、企業におけるエスノグラフィの
活用動向を検討する。 
 また、(3)広義の産業・ビジネスに対して、
人類学的視角やエスノグラフィはどのよう
に貢献しうるかを、実践的に探る。①医療情
報に関する共同研究の実践を通して、②製品
（商品）開発やユーザビリティ調査などを対
象として、そこに人類学的視点がいかに貢献
しうるか／できないか、できるとすればいか
なる領域においてであるかを精査する。「実
践しながら、自らの実践を省みる」という意
味で、実施されるフィールドワークはアクシ
ョンリサーチ的な性格を帯びる。そしてそれ
らの検討によって、(4)メタ人類学的視点か
ら、人類学の未来の姿（いかに人類学の対象
や手法を、現実社会に開かれたものにしてい
くか／しないのか）についての見通し・展望
を得る。やみくもに企業におけるエスノグラ
フィのブームに便乗するかのごとく寄り添
うでもなく、かといって、そうした動向に閉
じてしまうのでもない視点を保持しつつ、検
討を行う。 
 以上が具体的な研究方法であるが、(1) (2) 
(3)ともに、日本・英国・米国の研究者への
インタビューおよびかれらとの議論、さらに、
企業におけるインタビュー調査を実施する
ことを通して、検討を深める。(3)において
は、一般企業のほか、医療機関のワークプレ
イス、とりわけそこでの医療情報システムを
対象としたエスノグラフィ調査を実施する。 
 
４．研究成果 

 成果の一部は、論文、学会発表、図書など
へと結実し、また、更なる取り組みへと展開
しつつある。とりわけ、図書②や出版予定の
英語論文などに本研究の成果が活かされて
いる。また医療におけるエスノグラフィの方
法論の応用をめぐる論文や学会発表にも本
研究の成果が有機的に活用されている。 
 
【英国の人類学と産業界からの知見】 
 平成 23 年度は、英国では、ロンドン近郊
の大学での参与観察、および研究者・実務者
らを対象としたインタビュー調査を実施し、
日本の現状との比較で示唆が得られた。①英
国の人類学における、人類学と産業界・実務
界とを繋ごうとする試み、②英国のビジネス
スクールにおける人類学的手法の取り込み、
という点においてである。 
 例えば、①に関して、研究代表者の良く知
る人類学部においては、精密機械メーカーや
マーケティング会社所属の人類学者を囲む
セミナーなどが実施されているなど、人類学
部（大学）と産業界・実務界との繋がりが、
日本よりも密接である。（勿論ロンドン近郊
のすべての大学の人類学部がそうでないに
せよ。）セミナーは、人類学部の院生向けに、
産業界・実務界での将来的な活躍を促すよう
な仕掛けを作ろうという試みと言えるもの
であった。また、英国人類学会（ＡＳＡ）の
応用人類学部門においても、人類学をいかに
実務界で活かすかに関する若手のイベント
が実施されていた。さらに、例えば企業での
実務経験（リサーチ会社、デザイン会社、テ
レビ局における実務経験）を持つ人類学者が
教員として大学人類学部へ戻っている例が
散見された。大学所属の研究者のみならず、
学問と実務とを架橋する人材を輩出しよう
とする動向（学問と実務との垣根が日本より
も低い状況）が看取されたわけであるが、こ
うした状況は現在の日本ではいまだ見られ
ないものであり、将来的な日本の人類学への
ヒントを含むものである。（ただし、前述の
(1)とも繋がるが、英国や米国と日本とでは
雇用の制度やその流動性、人類学を含む社会
科学系人材の扱いなどが異なることもある
ため、20 年遅れで同様の事態が想定されるケ
ースとして日本を単純に見ることはできな
いが。）例えば、ロンドンおけるインタビュ
ー調査において、インタビューイー（コンサ
ルティング会社マネージャー）は人類学博士
号を取得し、大手食品メーカーやヘルスケア
関連メーカーなどをクライアントとしたビ
ジネスのインサイトや戦略に関するコンサ
ルティング会社を仲間と立ち上げ、運営して
いる。人類学の博士号を取得して大学人にな
るつもりは最初から彼の念頭にはなかった。 
 更に（②）、英国では主流とは言えないか
もしれないにせよ、ビジネススクールでのイ
ンタビュー調査において、消費者調査手法と
してのエスノグラフィや、消費者を取り巻く
文化的・歴史的・社会的コンテクストについ



ての人類学的洞察が、ＭＢＡコースで、人類
学者によって教えられている事例もあった。
（ちなみに米国では、学会などで、ビジネス
スクール所属の人類学者に会うこともあり、
珍しい事象ではない。W.R.ウォーナー──自
身もコンサルティング会社を設立し、その弟
子もビジネススクールなどで教鞭をとるな
どしている──以来の伝統が関係していよ
う。）更なる事例の蒐集および検討が必要で
あるが、こうした動向を、具体的な諸事例を
通じて把握しえたことは日本の人類学（者）
にとって、視野の拡張に資する、意味のある
成果であった。 
 
【米国企業研究所での経験からの知見】 
 平成 24年度は、調査を継続するとともに、
前述(2)および(3)に関連して、人類学的手法
（エスノグラフィ）を援用してビジネス展開
を行っている米国の企業研究所のエスノグ
ラフィサービス部門に短期間（1 ヶ月弱）客
員として所属しつつ研究を実施することが
できた。同部門は、モトローラ、大日本印刷
などの大手企業や、自治体や病院などをクラ
イアントとして、テクノロジー（モバイル通
信機器、通信アプリケーション等）のユーザ
ビリティをめぐる基礎調査や、顧客サービス
業務改善に関する調査をおこない、ソリュー
ションを提供している。当該企業研究所にお
いて、例えば、シニアの研究者（エスノグラ
ファー）は病院をクライアントとしてＥＭＲ
（電子カルテ、電子クリニカルパスをはじめ
とする医療情報）をめぐる医療従事者の実践
についてのエスノグラフィに従事していた
が、生データなども共有しつつ、有意義かつ
実践的な交流を展開し得た。さらには、エス
ノグラフィを用いた企業の差別化戦略
（differentiation strategy）に関してグル
ープリーダーらと意見交換も活発に行った。 
 米国の企業研究所においてこうした事象
を具体的に実地で把握し得たことは、これま
での日本の人類学者がほとんど着手してこ
なかった領域についての貴重な経験であっ
た。 
 
【日本企業における実践的試みからの知見】 
 平成 25 年 9 月には英国ロンドンで開催さ
れた産業系エスノグラフィの国際会議、3 月
（および平成 26 年 3 月）には米国応用人類
学会（含、ビジネス人類学ワークショップ）
に出席し、英国・米国・日本の実務者・エス
ノグラファーらとの意見交換を通じて産業
系エスノグラフィ実践の動向を調査した。 
 平成 25 年度下半期には、エスノグラフィ
の実務応用可能性を実践的に検討すること
も目的として、大手食品メーカーなどで実務
（コンサルティング）に従事する機会をもつ
ことができた。これも、日本の人類学者が着
手したことのない類の試みであり、企業人の
エスノグラフィ受容も含め、商品開発実務に
関わる手触り感のある洞察が得られたこと

は有意義な成果であった。 
 さらに、東京のリサーチ専門会社の実務者
らへインタビューを行い、企業の実務者向け
セミナーなどに参加しつつ知見を深めるこ
とができた。エスノグラフィのみならず、そ
れと組み合わされて実施されるグループイ
ンタビュー等の実際・実情を垣間見ることが
できた。 
 
【更なる課題の析出】 
 加えて、調査をさらに推し進めていく中で、
企業の実務のみならず、それとオーバーラッ
プする視点を持ちつつ研究活動を行うデザ
イン工学系研究（ＨＣＤ/ＵＣＤ、ＵＸなど
の緩やかな領域）へと視野が開かれた。企業
における事例のみならず、エスノグラフィを
手法として摂取・援用している学問領域であ
る工学系学問へと視野を拡大する視点が得
られたことは、成果の１つであり、その後の
研究プロジェクト案を練り直すことに繋が
った。このことは、計画以上の収穫であった
と言える。 
 「エスノグラフィを実践し、エスノグラフ
ィ（民族誌）を書く」というのがいわゆる近
代人類学の学的営為であることは言を俟た
ない。前者は方法論としてエスノグラフィで
あり、人類学的なフィールドワークとほぼ互
換可能な語彙と言って良い。後者はモノグラ
フとしてのエスノグラフィ（民族誌）を指す。
人類学にとって二つの意味でのエスノグラ
フィは人類学の営為と大きく重なるもので
あるのに対し、産業界や工学系学問などでは、
エスノグラフィは主として前者のみを意味
する。 
 工学系学問にとって、それは、製品・シス
テム・サービスの開発のプロセスのなかの上
流工程の位置を占めるにすぎない。工学系に
おいてフィールドワーク・エスノグラフィを
行う目的は、ユーザーの活動を調査し、問題
点や改善点を見つけたり、製品デザインのア
イデアやヒントのための「気づき」を得るこ
とにあり、デザインを行うためのリソースの
１つとされる。また、上流工程のなかでも、
他にも数ある定量的・定性的なユーザー調査
の手法のうちの１つ（別の手法と横並びの１
手法）として用いられている。 
 ちなみに、他の手法と横並びの１つである
という点では、マーケティングリサーチにお
けるエスノグラフィの位置づけにおいても
同様と言える。 
 ここまで、人類学的手法とエスノグラフィ
とを等式で結ぶような記載をしてきた。しか
し、人類学内部からみられた視点とは異なり、
企業や工学系学問においては、たとえエスノ
グラフィの出自が人類学にある──最近の
マーケティング雑誌にすら「エスノグラフィ
とはそもそも人類学の･･･」などと、マリノ
フスキーの写真付きで解説が掲載されてい
る──と認識されていたとしても、必ずしも
常に人類学的手法 イコール エスノグラフ



ィではない。エスノグラフィは産業界や工学
系学問などでは人類学の手を離れて独自の
展開を遂げつつあると言える。別の角度から
言えば、冒頭で述べたような、産業界におけ
るエスノグラフィへの熱い視線、産業界にお
けるエスノグラフィへの要請は、人類学とい
う学への要請とイコールではない。しかし、
他方、エスノグラフィの出自が人類学にある
ことから、いまだ「ブランド」であり続けて
いるという面もある。 
 
 今日の日本において、人類学的な知や手法
が実社会（実務界）に貢献しつつその領域を
拡張していこうとするならば、エスノグラフ
ィを独自の手法で事業化しようとする企業
が増えつつあり、また、それと密接で、かつ
エスノグラフィを一部として摂取している
工学系学問もある、といった布置のなかで、
人類学（者）が実務界にどのようにコミット
メントしていくかということが課題となろ
う。そしてそれは、産業界や工学系学問など、
（人類学の）外部環境を考慮に入れた人類学
教育ないし人材育成（社会にどのような見識
をもった人類学コースの卒業者・修了者を送
り出すか）を再検討することにも繋がるだろ
う。 
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